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消
費
生
活
用
製
品
安
全
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
年
三
月
二
十
六
日

内
閣
総
理
大
臣

福
田

康
夫

第
十
五
条
を
第
十
六
条
と
す
る
。

第
十
四
条
中
「
さ
れ
る
事
務
」
の
下
に「（
特
定
保
守
製

品
取
引
事
業
者
に
関
す
る
も
の
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同

条
を
第
十
五
条
と
す
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中
「
行
う
者
」
の
下
に
「
又
は
特
定

保
守
製
品
取
引
事
業
者
」
を
加
え
、
同
条
を
第
十
四
条
と

す
る
。

第
十
二
条
第
一
項
中
「
、
法
第
三
十
九
条
第
一
項
」
を

「
及
び
法
第
三
十
九
条
第
一
項
」
に
改
め
、「
、
法
第
四
十

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
徴
収
、
法
第
四
十
一
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
に
関
す
る
事
項
及
び
法

第
五
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
の
受
理
に
関
す

る
事
項
」
を
削
り
、「
除
く
。）」
の
下
に
「
及
び
法
第
五
十

四
条
第
一
項
第
四
号
に
定
め
る
事
項
（
法
第
三
十
二
条
の

六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
る
公
表
並
び
に
法
第
三
十
二
条
の
二
十
一
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
情
報
の
収
集
に
関
す
る
事
項
を
除
く
。）」
を

加
え
、
同
条
第
六
項
中
「
第
四
条
第
一
号
ロ
」
を
「
第
五

条
第
一
号
ロ
」
に
、「
第
二
項
」
を
「
第
三
項
」
に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
第
二
項
」

を
「
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同

条
第
四
項
中
「
、
法
第
三
十
九
条
第
一
項
」
を
「
及
び
法

第
三
十
九
条
第
一
項
」
に
改
め
、「
、
法
第
四
十
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
報
告
の
徴
収
、
法
第
四
十
一
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
立
入
検
査
に
関
す
る
事
項
及
び
法
第
五
十
二

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
の
受
理
に
関
す
る
事
項
」

を
削
り
、「
除
く
。）」
の
下
に
「
及
び
法
第
五
十
四
条
第
一

項
第
四
号
に
定
め
る
事
項
（
法
第
三
十
二
条
の
六
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
勧
告
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公

表
並
び
に
法
第
三
十
二
条
の
二
十
一
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
情
報
の
収
集
に
関
す
る
事
項
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同

項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
に
よ
る
立
入

検
査
」
の
下
に
「
に
関
す
る
事
項
」
を
加
え
、「
当
該
報
告

の
徴
収
、
立
入
検
査
及
び
申
出
の
受
理
に
係
る
消
費
生
活

用
製
品
の
製
造
、
輸
入
又
は
販
売
の
事
業
を
行
う
者
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
消
費
生
活
用
製
品
の
製
造
、
輸
入

又
は
販
売
の
事
業
を
所
管
す
る
大
臣
」
を「
次
の
と
お
り
」

に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

当
該
報
告
の
徴
収
、
立
入
検
査
及
び
申
出
の
受
理

に
係
る
消
費
生
活
用
製
品
の
製
造
、
輸
入
又
は
販
売

の
事
業
を
行
う
者
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
消

費
生
活
用
製
品
の
製
造
、
輸
入
又
は
販
売
の
事
業
を

所
管
す
る
大
臣

二

当
該
報
告
の
徴
収
、
立
入
検
査
及
び
申
出
の
受
理

に
係
る
特
定
保
守
製
品
取
引
事
業
者
に
つ
い
て
は
、

当
該
特
定
保
守
製
品
取
引
事
業
者
の
事
業
を
所
管
す

る
大
臣

第
十
二
条
第
三
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
項
の
次
に

次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

法
第
四
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
徴
収
及

び
法
第
四
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
に

関
す
る
事
項
に
つ
い
て
の
主
務
大
臣
は
、
経
済
産
業
大

臣
と
す
る
。

第
十
二
条
第
二
項
中
「
第
三
十
三
条
」
を
「
第
三
十
二

条
の
二
十
一
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
情
報
の
収
集
に
関
す

る
事
項
、
法
第
三
十
三
条
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三

項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

法
第
三
十
二
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
及

び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
に
つ
い
て
の
主
務

大
臣
は
、
当
該
特
定
保
守
製
品
取
引
事
業
者
が
行
う
事

業
を
所
管
す
る
大
臣
と
す
る
。

第
十
二
条
を
第
十
三
条
と
す
る
。

第
十
一
条
第
一
項
中
「
特
定
製
品
」
の
下
に
「
及
び
特

定
保
守
製
品
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中「
が
特
定
製
品
」

の
下
に「（
特
定
保
守
製
品
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
同
じ
。）」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
が
消
費
生
活
用

製
品
」
の
下
に「（
特
定
保
守
製
品
を
除
く
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、

同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

政
令
第
七
十
号

消
費
生
活
用
製
品
安
全
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令

内
閣
は
、
消
費
生
活
用
製
品
安
全
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
十
七
号
）
の
施
行
に
伴

い
、
並
び
に
消
費
生
活
用
製
品
安
全
法
（
昭
和
四
十
八
年

法
律
第
三
十
一
号
）
第
二
条
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
四

十
条
第
一
項
並
び
に
第
五
十
三
条
か
ら
第
五
十
七
条
ま
で

の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

消
費
生
活
用
製
品
安
全
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
九
年
政

令
第
四
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
六
条
中
「
別
表
第
三
」
を
「
別
表
第
四
」に
改
め
、

同
条
を
第
十
七
条
と
す
る
。

第
十
五
条
第
六
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
五
項

の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

６

法
第
三
十
二
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
く
経
済
産
業
大

臣
の
権
限
は
、
特
定
製
造
事
業
者
等
の
本
店
又
は
主
た

る
事
務
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
経
済
産
業
局
長
が
行

う
も
の
と
す
る
。

７

法
第
三
十
二
条
の
十
六
及
び
第
三
十
二
条
の
二
十
の

規
定
に
基
づ
く
経
済
産
業
大
臣
の
権
限
は
、
特
定
製
造

事
業
者
等
の
本
店
又
は
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
を
管

轄
す
る
経
済
産
業
局
長
が
行
う
も
の
と
す
る
。た
だ
し
、

経
済
産
業
大
臣
が
自
ら
そ
の
権
限
を
行
う
こ
と
を
妨
げ

な
い
。

（
災
害
対
策
基
本
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

災
害
対
策
基
本
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
七
年
政

令
第
二
百
八
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

十
八
条
第
八
項
中
「
初
任
給
調
整
手
当
」
の
下
に

「
、
同
法
第
十
条
の
四
第
一
項
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
職
調

整
手
当
」
を
加
え
る
。

（
職
員
の
兼
業
の
許
可
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

職
員
の
兼
業
の
許
可
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
四

十
一
年
政
令
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
一
条
第
一
項
第
一
号
ヨ
を
同
号
タ
と
し
、
同
号
カ

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヨ

専
門
ス
タ
ッ
フ
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る

職
員

附

則

こ
の
政
令
は
、平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

福
田

康
夫

総
務
大
臣

増
田

寛
也

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補
償
の
基
準
を
定
め

る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
年
三
月
二
十
六
日

内
閣
総
理
大
臣

福
田

康
夫

政
令
第
六
十
八
号

非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補
償
の
基
準
を

定
め
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
消
防
組
織
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百

二
十
六
号
）
第
二
十
四
条
第
一
項
、
消
防
法
（
昭
和
二
十

三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）第
三
十
六
条
の
三
第
一
項（
同

条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並
び
に
水

防
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
三
号
）
第
六
条
の

二
第
一
項
及
び
第
四
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政

令
を
制
定
す
る
。

非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補
償
の
基
準
を
定
め

る
政
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
三
百
三
十
五
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
三
項
中
「
二
百
円
（
非
常
勤
消
防
団
員
等
に

扶
養
親
族
で
な
い
第
一
号
に
掲
げ
る
者
が
あ
る
場
合
に
あ

つ
て
は
そ
の
う
ち
一
人
に
つ
い
て
は
二
百
十
七
円
、」を

「
二
百
十
七
円
（
」
に
、「
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
」を「
な

い
場
合
に
あ
つ
て
は
、」に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

２

改
正
後
の
第
二
条
第
三
項
の
規
定
は
、
こ
の
政
令
の

施
行
の
日
以
後
に
支
給
す
べ
き
事
由
の
生
じ
た
損
害
補

償
（
傷
病
補
償
年
金
、
障
害
補
償
年
金
及
び
遺
族
補
償

年
金
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）並
び
に

平
成
二
十
年
四
月
分
以
後
の
月
分
の
傷
病
補
償
年
金
、

障
害
補
償
年
金
及
び
遺
族
補
償
年
金
に
つ
い
て
適
用

し
、
同
日
前
に
支
給
す
べ
き
事
由
の
生
じ
た
損
害
補
償

並
び
に
同
年
三
月
分
以
前
の
月
分
の
傷
病
補
償
年
金
、

障
害
補
償
年
金
及
び
遺
族
補
償
年
金
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

総
務
大
臣

増
田

寛
也

国
土
交
通
大
臣

冬
柴

鐵
三

内
閣
総
理
大
臣

福
田

康
夫

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

消
費
生
活
用
製
品
安
全
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
年
三
月
二
十
六
日

内
閣
総
理
大
臣

福
田

康
夫

政
令
第
六
十
九
号

消
費
生
活
用
製
品
安
全
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令

内
閣
は
、
消
費
生
活
用
製
品
安
全
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
十
七
号
）
附
則
第
一
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

消
費
生
活
用
製
品
安
全
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
期
日
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
と
す
る
。

農
林
水
産
大
臣

若
林

正
俊

経
済
産
業
大
臣

甘
利

明

国
土
交
通
大
臣

冬
柴

鐵
三

内
閣
総
理
大
臣

福
田

康
夫

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

›


		2008-03-25T15:15:15+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




